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  ９/１７～１８ 岐阜・名古屋方面へ 

９月１７日（土）～１８日（日）、５月に計画しながら断

念した「２０２２年度役員・友好議員合同研修会」を実

施しました。コロナ感染状況が厳しく、今回も危ぶまれ

ましたが、３人

の議員（尾崎

充典県議会議

員、西村元秀・

西川繁和大和

高田市議会議

員）の参加があ

り３年ぶりに実

施することが出

来ました。 

１日目は、先ず杉原千畝記念館を見学しました。杉

原千畝（スギハラチウネ）は岐阜県八百津町出身の外

交官です。第二次世界大戦中に

開設されたリトアニアの日本領事

館で、ナチスドイツからの迫害を逃

れてきたユダヤ難民のために、外

務省の意に反して日本への通過

ビザを発給し、６千人の命を救い

ました。ナチの反ユダヤ主義によ

って、強制収容所に送られ、殺さ

れる人たちを「国の方針はどうあろうと、私は人間とし

て、この人たちを見放すことは出来ない。」と決断をし

て国外脱出を助けました。決して大きな記念館ではあ

りませんが重みのある研修となりました。 

次に見学したのはヤマザキマザック工作機械博物

館です。ヤマザキマザックは工作機械を通じて世界

中のモノづくりの発展に携わり、2019年に創業 100周

年を迎えて、社会を支える工作機械の存在をより広く

伝え、モノづくりに対しての関心を高めるために、世

界的にもめずらしい工作機械に特化した博物館を開

館しました。１８世紀から現代までの工作機械の展示

がされており、丁寧なガイドをして頂いて充実した見

学となりました。 

二日目は、あいち航空

ミュージアム、名古屋城

などを見学し、帰路につ

きました。台風による荒天

も心配されましたが、不

思議なくらいに天候に恵

まれました。 

 

 

 

 

 

１０月５日、１８時より近鉄五位

堂駅において「連合奈良の日」

街頭宣伝を行いました。中和地

協からは笠谷、下西副議長はじ

め７名が参加、推薦議員は中村

良路・筒井寛香芝市議会議員、

西川繁和大和高田市議会議員

に参加いただきました。 

今回は、「最低賃

金」をテーマに、ビラと

ティッシュを配って、

「奈良県では最低賃

金が 10月 1日から 30

円引き上がり、時給で

866 円から 896 円になること、その金額が支払われて

いなければ法律違反であることなど」を訴えました。 
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10月4日(火)、連合奈良は奈良県立大学において
「寄付講座」を開講しました。これは、2019年に連合
奈良が奈良県立大学と『寄付講座に関わる協定』を締
結して始まりました。本年度改めて再締結、2022年度
から3年間、寄付講座を実施することとなりました。
第1回目の講義は、連合本部の芳野友子会長から、

「働くことと労働組合」をテーマに講義がありました。
奈良県立大学の学生 約90名に、連合会長就任時のエ
ピソードから、連合の取り組み、ジェンダー平等、男
女平等参画に向けた取り組みなどについて熱く語りか
けられました。
学生からは、「労働組合がどのような取り組みをし

ているのか知る機会になってよかった」「男女間格差
を数値化したジェンダーギャップ指数の日本低さに驚
いた」「女性の参画がより積極的になり、より働きや
すい、生活しやすい日本になってほしい」など、たく
さんの感想がありました。
『教養講義Ⅹ「働くこととワークルール」』として、

毎週火曜日3限目(13:00～14:30）、15回の講義が予定
されています。

奈良県立大学 第１回は芳野友子会長が講義

連合奈良の日（１０月度） 1 0 / 5

連合奈良寄付講座開講 1 0 / 4

連合本部 芳野会長

熱心に聴く県立大の学生のみなさん
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10月5日18時より近鉄五位堂駅において「連
合奈良の日」街頭宣伝を行いました。
中和地協からは笠谷、下西副議長はじめ７名

が参加、友好議員は中村良路・筒井寛香芝市議
会議員、西川繁和大和高田市議会議員に参加い
ただきました。今回は、「最低賃金」をテーマに、
「奈良県では最低賃金が10月1日から30円引き上
がり、時給で866円から896円になること、その金額

が支払われていなければ法律違反であることなど」
を訴えました

9月17日～18日、「2022年度役員・友好議員
合同研修会」を実施しました。コロナ感染状況
が厳しく、今回も危ぶまれましたが、尾崎県議、
西村・西川大和高田市議ら３人の議員の参加も
あり、３年ぶりに実施することが出来ました。
今回は、第二次世界大戦中に開設されたリトア

ニアの日本領事館で、ナチスドイツからの迫害を逃
れてきたユダヤ難民のために、外務省の意に反して
日本への通過ビザを発給し、６千人の命を救った杉
原千畝の記念館、モノづくりに対しての関心を高め
るために、世界的にもめずらしい工作機械に特化し
たヤマザキマザック工作機械博物館を見学しました。
内容ある充実した研修となりました。


